
は じ め に

著者らは大阪・海遊館（以下，館）の展示動物か

ら得られた寄生虫を記録してきた（竹内ら，2013，

2014；田中ら，2015ab）。なお，これらのうち，竹内

ら（2014）は竹内ら（2013）で報告された線虫類を

モデルに新規同定手法の試行事例を解説したもの，

また，田中ら（2015a）は宿主が哺乳類であった。よっ

て，館の魚類に関しての記録は，これが３報目となっ

た。

材料と方法

2014年５月から2016年２月の間に，館で展示さ

れていた６種テンジクザメ目ジンベエザメ科ジンベ

エザメ Rhincodon typus，トビエイ目アカエイ科ホ

シエイ Dasyatis matsubarai，キクザメ目キクザメ科

コギクザメ Echinorhinus cookei，ネズミザメ目ネズ

ミザメ科アオザメ Isurus oxyrinchus，スズキ目マカ

ジキ科シロカジキ Istiompax indica，フグ目マンボ

ウ科マンボウ Mola mola各１個体から，ジンベイザ

メおよびコギクザメは剖検時に，ほかのものは通常

の飼育管理時に，それぞれ内外寄生虫が得られた。

寄生虫あるいはこれを含んだ組織は70％エタノー

ル液で固定され，実体顕微鏡下で精査された。蠕虫・

甲殻類はラクトフェノール液で透徹，扁形動物は

カーミン染色後，顕微鏡写真撮影装置（OLYMPUS
 

BH2-DH）で撮影と形態観測を行った。同定に用い

た検索表や参照文献は竹内ら（2013）と田中ら

（2015b）で用いたものを用い，さらに詳細な同定作

業では，後述のようにそれぞれで明示をした。これ

ら寄生虫標本は，酪農学園大学野生動物医学セン

ターWAMCあるいは館で保存され，標本登録番号

は本文中に記された。

結果と考察

ジンベエザメ：既に同個体の体表から２種のウオジ

ラミ類（Pandarus rhincodonicusおよび Lepeophth-

eirus acutus）が見出されていたが（田中ら，2015b），

口腔内からも別のウオジラミ類３個体が得られてい

た（登録番号WAMC-AS-15474）。得られた標本は雌

のみあったが，Tang et al.（2010）および Dojiri and
 

Ho（2013）により，別属別種 Prosaetes rhinodontis

と同定された（図１）。P.rhinodontisの寄生してい

た部位では口腔粘膜の局所的な退色および粘膜組織

の損傷など認められたが，体表に寄生していた他２

種とは異なり腫瘤・上皮過形成などは認められな

かったことから，口腔粘膜への直接的な悪影響は軽

微であったと考えられた。

コギクザメ：斃死した個体の体表から，等脚類のあ

る種が１個体のみ検出された（登録番号WAMC-

AS-15475）。この標本は特別展（2015年７月，『世界

のサメ展』）で供覧された（図２）。また，このコギ

クザメ個体の剖検時，胃粘膜から二生類も３個体検

出された（登録番号WAMC-AS-15476）。Gibson

（2002）によると，Azygiidae科Otodistomum属のあ

る種（図３）であった。属模式種O.veliporumが極

めてよく知られるが（Gibson,2002），この種との異

Miku KIDO ,Kiyoko ONDA ,Yoshimi MIYAGAWA ,Yoshikazu KITADANI ,Takaomi ITO
and Mitsuhiko ASAKAWA

(Accepted 6 July 2016)

Parasites obtained from captive fishes kept in Osaka Aquarium KAIYUKAN,
Japan (Part 3)

城 戸 美 紅 ・恩 田 紀代子 ・宮 側 賀 美 ・北 谷 佳 万
伊 東 隆 臣 ・浅 川 満 彦

大阪・海遊館の飼育魚類から得られた寄生虫（第３報)

J.Rakuno Gakuen Univ.,41(1):101～105(2016)

酪農学園大学獣医学群獣医学類感染・病理学分野

School of Veterinary Medicine,Rakuno Gakuen Univrsity
大阪・海遊館飼育展示部

Osaka Aquarium KAIYUKAN
＊連絡先（Correspondence）：askam＠rakuno.ac.jp



同は今後の課題とされた。なお，この標本も上記特

別展で展示された（図２右の右側虫体）。この属の寄

生虫は板鰓類を宿主とし，胃粘膜に強力な吸盤で吸

い付くことで粘膜が剥がれて潰瘍病変を形成する可

能性が知られる（Gibson,2002）。本症例でも，図３

上のように吸着した状態のまま固定・保存されたが，

虫体を除いたあとに顕著な病変は未確認であった。

ホシエイ：体表よりウオジラミ類が得られ（登録番

号WAMC-AS-16080），Gregory and Dojiri（1989）

により，Trebius akajeiiと同定された（図４）。この

種はホシエイの同属であるアカエイ Dasyatis akajei

から見出されていたが，その報告では病原性に関し

ては報告されていない（Fagetti  and Stuardo,

1961）。

アオザメ：鰓より甲殻類が検出されたが（登録番号

WAMC-AS-16021；図５）。おそらく，このサメ類に

おける寄生性甲殻類の検出記録はないと考えられ，

現在，著者の一人，城戸が詳細な分類学的検討を実

施中である。

シロカジキ：体表より単生類が７個体得られた（登

録番号WAMC-AS-15692）。Hendrix（1994）より

Capsalidae科 Tristoma laevis（図６）と同定され

た。この属は Istiophoridae科の魚類に広く寄生し，

特に，ハダムシ症（ベネデニア症）の原因虫

Benedenia seriolaeと近縁である（Hendrix,1994）。

T.laevisもハダムシ同様，二次感染などを起こすの

かどうかは未知であり，今後の観察が必要であるこ

とが示唆される。

マンボウ：体表よりウオジラミ類が多数得られた

（登録番号WAMC-AS-15095）。Romero and Kuro-

ki（1981）により，ノルドマンウオジラミ Lepeophth-

eirus nordmanni（図７）と同定された。この種は

マンボウの寄生虫としてよく知られていた（伊藤ら，

2004）。ただし，その寄生による病原性については言

及された報告は無く，今回の症例でも健康な個体か

ら見出された。
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図1 ジンベエザメ口腔内から得られたウオ

ジラミ類 Prosaetes rhinodontis（雌）

図2 コギクザメ体表から得られた等脚類のある種（上

左：腹側，上右：背側，下：館・特別展における展

示の状況）
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まとめ：今回，既知種としては単生類の Tristoma
 

laevis（宿主：シロカジキ），ウオジラミ類の

Prosaetes  rhinodontis（宿主：ジンベエザメ），

Trebius akajeii（宿主：ホシエイ）および Lepeophth-

eirus nordmanni（宿主：マンボウ），既知属として

二生類のOtodistomum sp.（宿主：コギクザメ）が

記録された。分類不明とされたのは，等脚類（宿主：

コギクザメ）と甲殻類（宿主：アオザメ）の各１種

であったが，将来の分類学的な再検討のために。他

の属種同様，写真画像を提示した。今回記録された

７種の寄生虫で，寄生が原因で死亡したとされるこ

とは出来なかったが，T.laevisはハダムシ症の原因

虫と系統的に近いので，展示魚類で多数見出された

場合は警戒をすべきであろう。また，今回の内部寄

大阪・海遊館の飼育魚類から得られた寄生虫（第３報)

図3 コギクザメ胃内から得られたOtodistomum sp.
（上：寄生状況，下左：虫体前部，下中央：陰茎嚢，

下右：精巣）

図4 ホシエイ体表から得られた Trebius akajeii

図5 オザメ鰓から得られた甲殻類の一種（上左：寄生

状態，上中央：卵嚢が短い雌［スケールは左下と同

じ］，下左：卵嚢が長い雌，右：雄）

図7 マンボウ体表から得られた Lepeophtheirus nord-

manni（左：雌，右：雄）
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図6 シロカジキ体表から得られた Tristoma
 

laevis



生虫はOtodistomum sp.のみであったことから，館

におけるサメ類の特別展示でサメ類と一緒に展示さ

れた。このように寄生虫は展示魚類の健康管理上，

駆虫すべき対象であるとともに，自然史的興味を惹

起する役割も包含されよう。
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要 旨

2014年３月から2016年５月まで，大阪・海遊館に

おいて飼育・展示中の海産魚６種（ジンベエザメ

Rhincodon typus，ホシエイ Dasyatis matsubarai，

コギクザメ Echinorhinus cookei，アオザメ Isurus
 

oxyrinchus，シロカジキ Istiompax indica，マンボウ

Mola mola）から次のような既知の寄生虫が得られ

た；単生類 Tristoma laevis（宿主：シロカジキ），

ウオジラミ類 Prosaetes rhinodontis（宿主：ジンベ

エザメ），Trebius akajeii（宿主：ホシエイ）および

Lepeophtheirus nordmanni（宿主：マンボウ），二

生類Otodistomum sp.（宿主：コギクザメ）。診断資

料の一助としてこれらの写真画像が提示された。

Summary
 

Parasites were obtained from 6 species of captive marine fishes including Rhincodon typus (abbreviated
 

to Rt),Dasyatis matsubarai (abbreviated to Dm),Echinorhinus cookie(abbreviated to Ec),Isurus oxyrinchus,
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Istiompax indica (abbreviated to Ii)and Mola mola (abbreviated to Mm),kept in Osaka Aquarium KAIYU-

KAN, Japan, from August, 2014 to May, 2015. The parasites were consisted of Tristoma laevis (host
 

abbreviation: Ii), Prosaetes rhinodontis (host abbreviation:Rt), Trebius akajeii (host abbreviation:Dm),

Lepeophtheirus nordmanni (host abbreviation:Mm)and Otodistomum sp. (host abbreviation:Ec). Photo-

graphs of the parasites were shown.

Keywords:aquarium,captive marine fishes,parasites
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